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60km の距離にあり、JR 千歳線と石勝線を乗り継いで、特急列車で約 1 時間 
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表 1 社会教育予算（経常的経費分）の財政破綻前（2006 年度予算） 
と破綻後（2007 年度予算）の変化 
（単位：千円） 















連合 PTA 行事費補助 






















































教育費合計 379,862 235,863 
出典：西村宣彦「自治体財政破綻と教育の平等―夕張市を事例に」『日本教育政策学会
年報』15 号，2008 年，p.70 の表 1 を基に作成 















図 1 夕張市の位置 
 
半、普通列車でも約 2 時間半で着くことができる。人口は、最盛期（1960
年）には 116,908 人を数えたが、現在（2008 年 11 月末）は 11,781 人と 10
分の 1 以下に減っている 8）。現在も人口の減少は続いている。また、総人口
に占める 65 歳以上の高齢者の割合も高く、40％にも達している。これは北
海道内の市町村では最も高い割合となっている（2006 年 3 月末時点）9）。面







いった。1918 年には町制を施行し夕張町となり、1920 年の第 1 回国勢調査
では、人口 51,064 人、世帯数 10,840 世帯と記録されている。その後も、炭
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鉱開発とともに人口は増加を続け、1943 年には市制を施行し夕張市となった。
上述したように、1960 年には人口は 12 万人近くまで達し、炭鉱の数もピー




閉山に伴って、人口は急激に減少を続け、ピーク時の 1960 年からわずか 10






















図 2 夕張市の炭鉱数の推移 




たのである 11）（表 2）。 
 








































第 1 回国勢調査（人口 51,064 人、世帯数 10,840 世帯） 
夕張町、市制施行し、夕張市成立 



















（http://www.city.yubari.lg.jp：2009 年 1 月 1 日閲覧）の「夕張市の歴史」；山
口由二「自治体が財政破綻にいたるまでの分析―赤池町と夕張市の財政分析に
よる比較―」『環境創造』1 巻 10 号，2007 年，pp.53-75 を基に作成 
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してしまった。現地調査に訪れた 2008 年 3 月の時点で、図書館の建物は残っ
ているものの、雨漏りがひどく使用不可の状態になっていた。 
職員は 4 名（ただし、館長は生涯学習課長の兼任であり、実質 3 名）で担
当していた。近年は、全国各地の多くの図書館でボランティアが活躍してい
るが、夕張図書館ではボランティアは活動していなかった。図書館運営費は、
2006 年度予算（経常的経費分）で約 733 万円（資料費のみでは約 224 万円）
であった。近隣の人口規模が同規模の市の 2006 年度予算（経常的経費分）
は、三笠市で約 201 万円（資料費のみでは約 141 万円）、赤平市で約 424 万
円（資料費のみでは約 190 万円）であった。また、全国の市の 2006 年度予
算（経常的経費分）の平均額は約 903 万円（資料費のみでは約 240 万円）で
あった 12）。財政破綻前とはいえ、財政的には相当厳しかったにもかかわらず、
近隣の人口規模が同規模の市よりも予算額が多く、資料費のみで見ると全国
平均とほぼ同額となっている。一方で、2005 年度時点の蔵書冊数は約 6 万
冊、貸出冊数 7,796 冊、人口 1 人当たりの貸出冊数 0.57 冊であった。2005
































 2006 年 10 月、老朽化した夕張図書館を既存の空き施設に移転するために、
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表 3 「夕張市財政再建の基本的枠組み案について」に示された 
主な施設の存廃 































2006 年 11 月より事務を本庁に移転
現状維持（利用料引き上げ検討） 
現状維持 




















2006 年 7 月より指定管理者導入 







2010 年度までに 1 校に統廃合 
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かったという 17）。図書館は、実際には、2007 年 3 月末（2006 年度末）をもっ
て廃止となった。 
 しかし、図書館長を兼務していた生涯学習課長は、2006 年 12 月の北海道
立図書館との運営相談のなかで、「図書館は廃止するけど、なんとか図書館機
能だけは残したい」という意向を示していたと鈴木は語っている。北海道立
図書館は、財政破綻になったことを受けて、2006 年 7 月に夕張図書館に連
絡をとって支援を申し出ている。そして、運営相談という形で最初に訪問し
たのが上述した 2006 年 12 月だったのである。その後、夕張図書館（教育委






決まり、2007 年 1 月に公表された『夕張市財政再建計画素案』では次のよ
うに述べられている。「平成 18 年度で廃止するが、蔵書を保健福祉センター
へ移設し図書の貸し出しを継続するほか、道立図書館による図書の貸し出し
にも対応するなど図書館の機能を確保する」18）。そして、2007 年 3 月に国
に提出された『財政再建計画書』には、「図書館は、保健福祉センターに図書
コーナーを設置する」19）と盛り込まれた。 
以上の決定を受け、2007 年 4 月の図書コーナー設置に向けた図書等の引っ
越し作業が進められた。しかし、引っ越し作業にも予算が付かず、教育委員
会の職員総出で行ったという。また、図書コーナーは図書館よりも手狭なた
め、排架できる図書の数も 3 分の 1 に減らさざるを得ず、「何度も苦渋の選
択を迫られた」と平井は聞き取りでも、自身の報告 20）でも語っている。こ












 夕張市図書コーナーは、夕張市保健福祉センターの 1 階にある（図 3～図























図 3 夕張市保健福祉センターの入口 






























図 5 夕張市図書コーナーのカウンター 
岐路に立つ地方自治体と図書館経営（Ⅰ） 























 2008 年 2 月末現在の図書コーナーの蔵書冊数は 20,882 冊であった。蔵書
構成を示すと図 6 の通りである。図書コーナーには予算がついていないため、
新規に図書等を購入することはできない。ただし、2007 年度には、出版社等




である。残りの 3 分の 2 の蔵書は、雨漏りのする旧図書館の建物に残された 






























図 7 寄贈図書の一部 
岐路に立つ地方自治体と図書館経営（Ⅰ） 
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ままであり、これらについても統廃合になった学校に移設するなどして有効
に活用していきたい意向のようである。 
 2007 年度上半期（4 月～9 月）の図書コーナーの利用状況を 2006 年度同
時期の旧図書館の利用状況と比較すると、図 8～図 10 のようになる。入館者
数で見ると、2006 年度の 1,940 人に対して 2007 年度の 2,209 人と微増であ
るが、貸出利用者数で見ると、2006 年度の 792 人に対して 2007 年度の 1,479
人と 2 倍近い伸びを示している。とりわけ、子ども（幼児、小・中学生。以
下も同じ）の貸出利用が急増しており、2006 年度の 97 人に対して 2007 年
度の 487 人と 5 倍以上の伸びを示している。さらに、貸出冊数で見ると、2006
年度の 2,961 冊に対して 2007 年度の 4,995 冊と 1.5 倍以上の伸びを示して



















図 8 旧図書館（2006 年度）と図書コーナー（2007 年度）の入館者数の変化 





























図 10 旧図書館（2006 年度）と図書コーナー（2007 年度）の 
貸出冊数の変化 
岐路に立つ地方自治体と図書館経営（Ⅰ） 































〔 36 〕 
館を支える市民のボランティアを育成するための研修等の支援を行っている。
蔵書面での支援については、夕張市図書コーナーと南支所の巡回図書コー



























図 11 夕張市図書コーナーの道立図書館コーナー 
岐路に立つ地方自治体と図書館経営（Ⅰ） 





思って、1 回目実施してみたんですね」。1 回目の学校支援は、2007 年 2 月
に市内の小学校 3 校で実施し、児童図書の新刊図書 2,000 冊などを直接学校
に運び、児童は自由にその図書を手にとって借りることができるようにした。
3 校で計 910 冊、児童一人当たり約 10 冊が借りられたという。2007 年 7 月
には 2 回目の学校支援を、今度は市内の全小学校 7 校を対象に実施した。今
後も、継続的に実施していきたいという。 
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